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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷すべき文書データの第１ページおよび第２ページが同一面に印刷された用紙を２つ
折りすることで印刷物を生成する面付け方法と後処理用の目印の印刷との指示を受け付け
た場合、前記同一面に印刷される前記第１ページに前記後処理用の目印が印刷され、かつ
、前記第２ページに前記後処理用の目印が印刷されないような印刷データを生成する生成
手段を備え、
　前記後処理は、断裁処理であって、
　前記目印は断裁位置を示すトンボマークであることを特徴とする印刷データ生成装置。
【請求項２】
　前記面付け方法は、中綴じ製本印刷であり、
　前記第１ページは、前記文書データにおける先頭ページであり、前記第２ページは最終
ページであることを特徴とする請求項１に記載の印刷データ生成装置。
【請求項３】
　前記面付け方法は、中綴じ製本印刷であり、
　前記第１ページは前記文書データにおける最終ページであり、前記第２ページは先頭ペ
ージであることを特徴とする請求項１に記載の印刷データ生成装置。
【請求項４】
　前記生成手段は、前記同一面に印刷される前記第１ページに前記トンボマークと前記第
１ページの中央位置を示すセンタートンボの両者が印刷され、かつ、前記第２ページに前
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記トンボマークが印刷されずに前記センタートンボが印刷されるような印刷データを生成
することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の印刷データ生成装置。
【請求項５】
　生成手段が、印刷すべき文書データの第１ページおよび第２ページが同一面に印刷され
た用紙を２つ折りすることで印刷物を生成する面付け方法と後処理用の目印の印刷との指
示を受け付けた場合、前記同一面に印刷される前記第１ページに前記後処理用の目印が印
刷され、かつ、前記第２ページに前記後処理用の目印が印刷されないような印刷データを
生成する生成工程を備え、
　前記後処理は、断裁処理であって、
　前記目印は断裁位置を示すトンボマークであることを特徴とする印刷データ生成装置の
制御方法。
【請求項６】
　前記面付け方法は、中綴じ製本印刷であり、
　前記第１ページは、前記文書データにおける先頭ページであり、前記第２ページは最終
ページであることを特徴とする請求項５に記載の印刷データ生成装置の制御方法。
【請求項７】
　前記面付け方法は、中綴じ製本印刷であり、
　前記第１ページは前記文書データにおける最終ページであり、前記第２ページは先頭ペ
ージであることを特徴とする請求項５に記載の印刷データ生成装置の制御方法。
【請求項８】
　前記生成工程では、前記同一面に印刷される前記第１ページに前記トンボマークと前記
第１ページの中央位置を示すセンタートンボの両者が印刷され、かつ、前記第２ページに
前記トンボマークが印刷されずに前記センタートンボが印刷されるような印刷データが生
成されることを特徴とする請求項５乃至７のいずれか１項に記載の印刷データ生成装置の
制御方法。
【請求項９】
　コンピュータに、印刷すべき文書データの第１ページおよび第２ページが同一面に印刷
された用紙を２つ折りすることで印刷物を生成する面付け方法と後処理用の目印の印刷と
の指示を受け付けた場合、前記同一面に印刷される前記第１ページに前記後処理用の目印
が印刷され、かつ、前記第２ページに前記後処理用の目印が印刷されないような印刷デー
タを生成する生成手順を実行させ、
　前記後処理は、断裁処理であって、
　前記目印は断裁位置を示すトンボマークであることを特徴とする、コンピュータプログ
ラム。
【請求項１０】
　前記面付け方法は、中綴じ製本印刷であり、
　前記第１ページは、前記文書データにおける先頭ページであり、前記第２ページは最終
ページであることを特徴とする請求項９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記面付け方法は、中綴じ製本印刷であり、
　前記第１ページは前記文書データにおける最終ページであり、前記第２ページは先頭ペ
ージであることを特徴とする請求項９に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１２】
　前記生成手順では、前記同一面に印刷される前記第１ページに前記トンボマークと前記
第１ページの中央位置を示すセンタートンボの両者が印刷され、かつ、前記第２ページに
前記トンボマークが印刷されずに前記センタートンボが印刷されるような印刷データが生
成されることを特徴とする請求項９乃至１１のいずれか１項に記載のコンピュータプログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、印刷データ生成装置及びその制御方法、コンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像データやＰＤＦ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｏｒｍａｔ）等のベク
タフォーマットの原稿を入力し、印刷向けにレイアウトする面付けアプリケーションがあ
る。このような面付けアプリケーションでは、例えば、Ａ５サイズの原稿をＡ３ノビ用紙
へと４面付けし、用紙を断裁することで１枚の用紙を４枚の仕上がり用紙を得ることがで
きる。このような場合は、印刷後の断裁工程に備えて断裁の目印となるトンボを合わせて
レイアウトしている。
【０００３】
　単純に同一のページを並べて断裁するだけでなく、用紙の中央部を折って中綴じする場
合や、更にもう一回、２回と折って４つ折りや８つ折りにする場合もあり、その場合は原
稿の周囲３方を断裁するためにトンボを印字する。トンボにしたがって断裁することで所
望の仕上がりの用紙を得る事ができる（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００３－３１２０８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複数枚の印刷用紙を同時に断裁する場合や、印刷用紙を折り処理して三方断裁するよう
な場合は、断裁時に用紙がずれてしまうことがある。このため、通常、断裁前の印刷用紙
に、断裁工程のズレを考慮したマージンを用意している。このマージンはドブまたは塗り
足し幅と呼ばれることも有る。トンボの位置を仕上がりサイズよりもこのドブの分外側に
隙間をあけて印刷する事で断裁時のずれがあってもトンボが残らないようにしている。
【０００５】
　断裁は一枚一枚カットするのではなく、複数の用紙を重ねてまとめて断裁するので、実
際には１枚目の用紙にだけトンボがあればよいのだが、全ての位置に印字している。この
ため、ドブ領域の幅が狭くトンボ位置が仕上がりサイズに近い位置に配置されている場合
、印刷工程における位置ずれなどによって断裁後の印刷物上にトンボが残ってしまう可能
性がある。
【０００６】
　折りを伴うような工程の場合では、印刷時の位置ずれだけではなく、折り位置のズレが
加わってより大きなズレになる事が有る。断裁位置はドブのマージンに納まっていた場合
でも、折りのズレが加わることでトンボが残ってしまうようなページが発生する可能性が
より高くなる。このようなズレは、断裁処理や折り処理をオフラインフィニッシャを用い
る場合に起こりえる。なぜなら、印刷装置で印刷された印刷物を、人手でオフラインフィ
ニッシャに運び、断裁工程や折り工程を行うための位置に印刷物を載せる必要があるため
である。
【０００７】
　このように、従来は、すべての印刷用紙または、折り処理が必要な印刷用紙中のすべて
の面に対してトンボが付加されているため、断裁工程でのズレや、折り工程でのズレを要
因として、断裁後の印刷物にトンボ等の不必要な情報が印刷内容として残ってしまうおそ
れがある。
【０００８】
　本願発明は、不要な後処理用の目印が印刷されることを防止する仕組みを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するための本発明は、印刷データ生成装置であって、印刷すべき文書デ
ータの第１ページおよび第２ページが同一面に印刷された用紙を２つ折りすることで印刷
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物を生成する面付け方法と後処理用の目印の印刷との指示を受け付けた場合、前記同一面
に印刷される前記第１ページに前記後処理用の目印が印刷され、かつ、前記第２ページに
前記後処理用の目印が印刷されないような印刷データを生成する生成手段を備え、前記後
処理は、断裁処理であって、前記目印は断裁位置を示すトンボマークであることを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１０】
　本願発明によれば、不要な後処理用の目印が印刷されることが防止された印刷物を得る
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付図面に従って、本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００１２】
　［第１の実施形態］
　本発明の第１の実施形態である文書処理システムの概要を、図１～図１３を参照して説
明する。この文書処理システムでは、一般アプリケーションにより作成されたデータファ
イルが、電子原稿ライタによって電子原稿ファイルに変換される。製本アプリケーション
はその電子原稿ファイルを編集する機能を提供している。尚、本例では、それぞれの機能
が明瞭になるように、一般アプリケーション、電子原稿ライタ、製本アプリケーション、
電子原稿デスプーラと分離して示している。しかし、ユーザに提供されるパッケージはこ
れらに限定されず、これらを組み合わせたアプリケーションやグラフィックエンジンとし
て提供されてもよい。以下、その詳細は説明する。
【００１３】
　＜ソフトウェア構成例＞
　図１は、本実施形態の文書処理システムのソフトウェア構成を示す図である。文書処理
システムは、本発明の文書処理装置（情報処理装置）の好適な実施形態であるデジタルコ
ンピュータ１００（以下、ホストコンピュータとも呼ばれる）によって実現されている。
一般アプリケーション１０１は、ワードプロセシングやスプレッドシート、フォトレタッ
チ、ドローあるいはペイント、プレゼンテーション、テキスト編集などの機能を提供する
アプリケーションプログラムであり、ＯＳに対する印刷機能を有している。
【００１４】
　これらアプリケーションは、作成された文書データや画像データなどのアプリケーショ
ンデータを印刷するにあたって、オペレーティングシステム（以下ＯＳと呼ぶ）により提
供される所定のインタフェース（一般に、ＧＤＩと呼ばれる）を利用する。このときアプ
リケーション１０１は、作成したデータを印刷するために、該インタフェースを提供する
ＯＳの出力モジュールに対して、あらかじめ定められる、ＯＳに依存する形式の出力コマ
ンド（ＧＤＩ関数と呼ばれる）を送信する。出力コマンドを受けた出力モジュールは、プ
リンタ等の出力デバイスが処理可能な形式にそのコマンドを変換し、変換されたコマンド
（ＤＤＩ関数と呼ばれる）を出力する。
【００１５】
　出力デバイスが処理可能な形式はデバイスの種類やメーカ、機種などによって異なる。
そこで、デバイスごとにデバイスドライバが提供されており、ＯＳではそのデバイスドラ
イバを利用してコマンドの変換を行い、印刷データを生成し、ＪＬ（Job Language）でく
くることにより印刷ジョブが生成される。ＯＳとしてマイクロソフト社のウインドウズ（
登録商標）を利用する場合には、前述した出力モジュールとしてはＧＤＩ（Graphic Devi
ce Interface）と呼ばれるモジュールが相当する。
【００１６】
　電子原稿ライタ１０２は、前述のデバイスドライバを改良したものであり、本文書処理
システム実現のために提供されるソフトウェアモジュールである。ただし、電子原稿ライ
タ１０２は特定の出力デバイスを目的としておらず、後述の製本アプリケーション１０４
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やプリンタドライバ１０６により処理可能な形式に出力コマンドを変換する。この電子原
稿ライタ１０２による変換後の形式（以後、「電子原稿形式」と呼ぶ。）は、ページ単位
の原稿を詳細な書式をもって表現可能であれば特に問わない。実質的な標準形式のうちで
は、例えば米国アドビシステムズ社によるＰＤＦ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ
　Ｆｏｒｍａｔ）形式や、Ｗ３Ｃにより公開されているＳＶＧ（Ｓｃａｌａｂｅｌｅ　Ｖ
ｅｃｔｏｒ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ）形式などが電子原稿形式として採用できる。
【００１７】
　アプリケーション１０１により電子原稿ライタ１０２を利用させる場合には、出力に使
用するデバイスドライバとして電子原稿ライタ１０２を指定してから印刷を実行させる。
ただし、電子原稿ライタ１０２によって作成されたままの電子原稿ファイルは、電子原稿
ファイルとして完全な形式を備えていない。そのため、デバイスドライバとして電子原稿
ライタ１０２を指定するのは製本アプリケーション１０４であり、その管理下でアプリケ
ーションデータの電子原稿ファイルへの変換が実行される。製本アプリケーション１０４
は、電子原稿ライタ１０２が生成した新規の不完全な電子原稿ファイルを後述する形式を
備えた電子原稿ファイルとして完成させる。
【００１８】
　以下では、この点を明瞭に識別する必要がある際には、電子原稿ライタ１０２によって
作成されたファイルを電子原稿ファイルと呼び、製本アプリケーションによって構造を与
えられた電子原稿ファイルをブックファイルと呼ぶ。また、特に区別する必要がない場合
は、アプリケーションにより生成されるドキュメントファイル、電子原稿ファイル、及び
ブックファイルをいずれも文書ファイル（または文書データ）と呼ぶ。
【００１９】
　このようにデバイスドライバとして電子原稿ライタ１０２を指定し、一般アプリケーシ
ョン１０１によりそのデータを印刷させる。これによりアプリケーションデータはアプリ
ケーション１０１によって定義されたページ（以後、「論理ページ」あるいは「原稿ペー
ジ」と呼ぶ。）を単位とする電子原稿形式に変換される。そして、電子原稿ファイル１０
３としてハードディスクなどの記憶媒体に格納される。なお、ハードディスクは、本実施
形態の文書処理システムを実現するコンピュータが備えているローカルドライブであって
もよいし、ネットワークに接続されている場合にはネットワーク上に提供されるドライブ
であっても良い。
【００２０】
　製本アプリケーション１０４は、電子原稿ファイルあるいはブックファイル１０３を読
み込み、それを編集するための機能を利用者に提供する。ただし製本アプリケーション１
０４は、各ページの内容を編集する機能は提供しておらず、ページを最小単位として構成
される、後述する章やブックの構造を編集するための機能を提供している。
【００２１】
　製本アプリケーション１０４によって編集されたブックファイル１０３を印刷する際に
は、製本アプリケーション１０４によって電子原稿デスプーラ１０５が起動される。即ち
、製本アプリケーション１０４は、印刷データを生成するための機構として機能すること
となる。
【００２２】
　電子原稿デスプーラ１０５は、製本アプリケーションで利用するドキュメント（ブック
ファイル）を印刷する際に、プリンタドライバへ描画データを出力するために使用される
プログラムモジュールである。また、製本アプリケーションと共にコンピュータ内にイン
ストールされる。電子原稿デスプーラ１０５は、指定されたブックファイルをハードディ
スクから読み出し、ブックファイルに記述された形式で各ページを印刷するために、ＯＳ
の出力モジュールに適合する出力コマンドを生成し、不図示の出力モジュールに出力する
。その際に、出力デバイスとして使用されるプリンタ１０７のプリンタドライバ１０６が
デバイスドライバとして指定される。出力モジュールは、指定されたプリンタ１０７のプ
リンタドライバ１０６を用いて受信した出力コマンドを、プリンタ１０７で解釈実行可能



(6) JP 4847182 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

なデバイスコマンドに変換する。そしてデバイスコマンドはプリンタ１０７に送信され、
プリンタ１０７によってコマンドに応じた画像が印刷される。
【００２３】
　＜ハードウェア構成例＞
　図２は、本実施形態の文書処理システムのハードウェア構成を示す図である。図２にお
いて、ホストコンピュータ１００は、ＲＯＭ２０３内のプログラム用ＲＯＭあるいは外部
メモリ２１１に記憶された文書処理プログラム等に基づいて図形、イメージ、文字、表（
表計算等を含む）等が混在した文書処理を実行するＣＰＵ２０１を備え、システムバス２
０４に接続される各デバイスをＣＰＵ２０１が総括的に制御する。
【００２４】
　また、このＲＯＭ２０３内のプログラム用ＲＯＭあるいは外部メモリ２１１には、ＣＰ
Ｕ２０１の制御プログラムであるオペレーティングシステムプログラム等を記憶し、ＲＯ
Ｍ２０３内のフォント用ＲＯＭあるいは外部メモリ２１１には上記文書処理の際に使用す
るフォントデータ等を記憶し、ＲＯＭ２０３内のデータ用ＲＯＭあるいは外部メモリ２１
１には上記文書処理等を行う際に使用する各種データを記憶する。ＲＡＭ２０２は、ＣＰ
Ｕ２０１の主メモリ、ワークエリア等として機能する。
【００２５】
　キーボードコントローラ（ＫＢＣ）２０５は、キーボード（ＫＢ）２０９や不図示のポ
インティングデバイスからのキー入力を制御する。ＣＲＴコントローラ（ＣＲＴＣ）２０
６は、ＣＲＴディスプレイ（ＣＲＴ）２１０の表示を制御する。２０７はディスクコント
ローラ（ＤＫＣ）で、ブートプログラム、各種のアプリケーション、フォントデータ、ユ
ーザファイル、編集ファイル、プリンタ制御コマンド生成プログラム（以下プリンタドラ
イバ）等を記憶するハードディスク（ＨＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ＦＤ）
等の外部メモリ２１１とのアクセスを制御する。プリンタコントローラ（ＰＲＴＣ）２０
８は、双方向性インタフェース（インタフェース）２１を介してプリンタ１０７に接続さ
れて、プリンタ１０７との通信制御処理を実行する。ＮＣ２１２はネットワークに接続さ
れて、ネットワークに接続された他の機器との通信制御処理を実行する。
【００２６】
　なお、ＣＰＵ２０１は、例えばＲＡＭ２０２上に設定された表示情報ＲＡＭへのアウト
ラインフォントの展開（ラスタライズ）処理を実行し、ＣＲＴ２１０上でのＷＹＳＩＷＹ
Ｇを可能としている。また、ＣＰＵ２０１は、ＣＲＴ２１０上の不図示のマウスカーソル
等で指示されたコマンドに基づいて登録された種々のウインドウを開き、種々のデータ処
理を実行する。ユーザは印刷を実行する際、印刷の設定に関するウインドウを開き、プリ
ンタの設定や、印刷モードの選択を含むプリンタドライバに対する印刷処理方法の設定を
行える。
【００２７】
　プリンタ１０７は、ＣＰＵ３１２により制御される。プリンタのＣＰＵ３１２は、ＲＯ
Ｍ３１３内のプログラム用ＲＯＭに記憶された制御プログラム等あるいは外部メモリ３１
４に記憶された制御プログラム等に基づいてシステムバス３１５に接続される印刷部（プ
リンタエンジン）３１７に出力情報としての画像信号を出力する。また、このＲＯＭ３１
３内のプログラムＲＯＭには、ＣＰＵ３１２の制御プログラム等を記憶する。ＲＯＭ３１
３内のフォント用ＲＯＭには上記出力情報を生成する際に使用するフォントデータ等が記
憶され、ＲＯＭ３１３内のデータ用ＲＯＭには、ハードディスク等の外部メモリ３１４が
ないプリンタの場合には、ホストコンピュータ上で利用される情報等が記憶されている。
【００２８】
　ＣＰＵ３１２は入力部３１８を介してホストコンピュータとの通信処理が可能となって
おり、プリンタ内の情報等をホストコンピュータ１００に通知できる。ＲＡＭ３１９は、
ＣＰＵ３１２の主メモリや、ワークエリア等として機能するＲＡＭで、図示しない増設ポ
ートに接続されるオプションＲＡＭによりメモリ容量を拡張することができるように構成
されている。なお、ＲＡＭ３１９は、出力情報展開領域、環境データ格納領域、ＮＶＲＡ
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Ｍ等に用いられる。前述したハードディスク（ＨＤ）、ＩＣカード等の外部メモリ３１４
は、メモリコントローラ（ＭＣ）２０によりアクセスを制御される。外部メモリ３１４は
、オプションとして接続され、フォントデータ、エミュレーションプログラム、フォーム
データ等を記憶する。また、３２１は前述した操作パネルで、操作のためのスイッチ及び
ＬＥＤ表示器等が配されている。
【００２９】
　また、前述した外部メモリ３１４は１個に限らず、複数個備えられ、内蔵フォントに加
えてオプションカード、言語系の異なるプリンタ制御言語を解釈するプログラムを格納し
た外部メモリを複数接続できるように構成されていてもよい。更に、図示しないＮＶＲＡ
Ｍを有し、操作パネル３２１からのプリンタモード設定情報を記憶するようにしてもよい
。
【００３０】
　＜電子原稿データの形式例＞
　編集アプリケーション１０４の詳細を言及する前に、ブックファイルのデータ形式を説
明する。
【００３１】
　図３は、ブックファイルを、大きくブック構成情報３０１とページデータ３０２とに分
類して説明している図である。ページデータ３０２は、ブックファイルに取り込まれた複
数ページをプールする領域である。各ページを単位とした構成を保持しているのがブック
構成情報３０１である。
【００３２】
　図４は、ブック構成情報３０１の詳細を示すデータ構造の例を示す図である。この例で
は紙媒体の書物を模した３層の層構造を有する。上位層は「ブック」と呼ばれ、１冊の本
を模しており、その文書全般に係る属性が定義されている。その下の中間層は、本でいう
章に相当し、やはり「章」と呼ばれる。各章についても、章ごとの属性が定義できる。下
位層は「ページ」であり、アプリケーションプログラムで定義された各ページに相当する
。各ページついてもページごとの属性が定義できる。ひとつのブックは複数の章を含んで
いてよく、また、ひとつの章は複数のページを含むことができる。
【００３３】
　この例のブックファイルにおける、ブック、章、ページは、それぞれに相当するノード
により示されている。ひとつのブックファイルはひとつのブックを含む。ブック、章は、
ブックとしての構造を定義するための概念であるから、定義された属性値と下位層へのリ
ンクとをその実体として含む。ページは、アプリケーションプログラムによって出力され
たページごとのデータを実体として有する。そのため、ページは、その属性値のほか、原
稿ページの実体（原稿ページデータ）と各原稿ページデータへのリンクを含む。尚、紙媒
体等に出力する際の印刷ページは複数の原稿ページを含む場合がある。この構造に関して
はリンクによって表示されず、ブック、章、ページ各階層における属性として表示される
。
【００３４】
　まず最上位にブック情報４０１を持つ。ブック情報４０１は４０２～４０４の３つのパ
ートに大別できる。ブック制御情報４０２は、文書ファイルのファイルシステムにおける
パス名などの情報を保持する。ブック設定情報４０３は、ページレイアウトなどのレイア
ウト情報とステイプルなど印刷装置の機能設定情報を保持し、ブックの属性に相当する。
章情報リスト４０４は、文書を構成している章の集合をリスト形式で保持する。リストが
保持するのは章情報４０５である。
【００３５】
　章情報４０５も４０６～４０８の３つのパートに大別できる。章制御情報４０６は、章
の名称などの情報を保持する。章設定情報４０７は、その章特有のページレイアウトやス
テイプルの情報を保持し、章の属性に相当する。章ごとに章設定情報４０７をもつことで
最初の章は２UPのレイアウトその他の章は４UPのレイアウトのように複雑なレイアウトを
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持った文書を作成することが可能である。ページ情報リスト４０８は各章を構成する原稿
ページの集合リスト形式で保持している。ページ情報リスト４０８が指示するのは、ペー
ジ情報データ４０９である。
【００３６】
　ページ情報４０９も４１０～４１２の３つのパートに大別される。ページ制御情報４１
０は、ツリー上に表示するページ番号などの情報を保持する。ページ設定情報４１１は、
ページ回転角やページの配置位置情報などの情報を保持し、原稿ページの属性に相当する
。ページリンク情報４１２は、ページに対応する原稿データである。この例では、ページ
情報４０９が直接原稿データを持つのではなく、リンク情報４１２だけをもち、実際の原
稿データは、ページデータリスト４１３で保持する構成としている。
【００３７】
　図５は、ブック属性（ブック設定情報４０３）の例を示すリストである。通常、下位層
（章やページ）と重複して定義可能な項目に関しては、下位層の属性値が優先採用される
。そのため、ブック属性にのみ含まれる項目に関しては、ブック属性に定義された値はブ
ック全体を通して有効な値となる。しかし、下位層と重複する項目については、下位層に
おいて定義されていない場合における既定値としての意味を有する。しかし、本実施形態
では、後述するように、下位層の属性値を優先するか否かが選択可能となっている。なお
、図示された各項目は具体的に１項目に対応するのではなく、関連する複数の項目を含む
ものもある。
【００３８】
　ブック属性は、属性項目５０１、設定値５０２及び備考５０３で構成される。本実施形
態において、ブック属性に固有の属性項目５０１は、印刷方法、面付け方法、仕上がりサ
イズ、とじ方法、とじ代、表紙／裏表紙、インデックス紙、合紙、章の区切り、トンボ・
ドブの１０項目である。これらは、ブックを通して定義される項目である。
【００３９】
　印刷方法としては、片面印刷、両面印刷、の２つの値を指定できる。
【００４０】
　面付け方法には、ペラ、中綴じ、４つ折りの３つの値を指定できる。ペラとは、仕上げ
の際に用紙を折らないでとじることができる面付け方法である。中綴じとは、別途指定す
る枚数の用紙を束にして２つ折りにし、その束をつづり合わせることで製本が可能となる
形式に適したレイアウトを行う面付け方法である。図示はしていないが、中綴じの場合に
は、さらに詳細属性として見開き方向や、束になる枚数等が指定できる。４つ折りとは、
用紙を縦横それぞれ１回ずつ折って、四つ折の状態で折った袋部分を断裁する事で製本が
可能となる形式に適したレイアウトを行う面付け方法である。袋の位置やとじ方向に応じ
て、右とじ天袋、右とじ左袋などの詳細設定項目がある。
【００４１】
　仕上がりサイズは、用紙を断裁して複数のページを作成する際に、用紙を断裁するサイ
ズの指定である。Ａ３ノビサイズに仕上がりサイズＡ４を２つ面付けする形式が代表的な
例である。とじ方法は、通常、くるみ（くるみ製本）、中綴じ、４つ折りがある。とじ代
は、ブックとしてまとめられる電子原稿ファイルを印刷する際に、とじ代を付加すること
の指定を含む。とじ代の設定値のシフトやサイズの縮小が可能である。ここで、「くるみ
（くるみ製本）」とは、インラインフィニッシャまたは、オフラインフィニッシャによる
くるみ製本が可能となるとじ形式である。くるみ製本は、印刷した中紙を綴じ位置に糊付
けし、くるみ表紙でくるんで製本し、必要に応じて三方断裁される。「４つ折り」とは、
出力用紙を４つ折りにして、束にすると、無線とじ製本が可能となる形式で、印刷ページ
を面付けする方法である。無線とじ製本は、オフラインフィニッシャにより三方断裁また
は四方断裁することにより実現される。
【００４２】
　表紙／裏表紙は、ブックとしてまとめられる電子原稿ファイルを印刷する際に、表紙及
び裏表紙となる用紙を付加することの指定、及び付加した用紙への印刷内容の指定を含む
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。インデックス紙属性は、章の区切りとして、印刷装置に別途用意される耳付きのインデ
ックス紙の挿入の指定及びインデックス（耳）部分への印刷内容の指定を含む。この属性
は、印刷用紙とは別に用意された用紙を所望の位置に挿入するインサート機能を持ったイ
ンサータが使用する印刷装置に備えられている場合か、あるいは、複数の給紙カセットを
使用可能である場合に有効となる。これは合紙属性についても同様である。
【００４３】
　合紙属性は、章の区切りとして、インサータからあるいは給紙カセットから供給される
用紙の挿入の指定、及び、合紙を挿入する場合には、給紙元の指定などを含む。
【００４４】
　章の区切りは、章の区切り目において、新たな用紙を使用するか、新たな印刷ページを
使用するか、特に何もしないか等の指定を含む。片面印刷時には新たな用紙の使用と新た
な印刷ページの使用とは同じ意味を持つ。両面印刷時には、「新たな用紙の使用」を指定
すれば連続する章が１枚の用紙に印刷されることは無いが、「新たな印刷ページの使用」
を指定すれば、連続する章が１枚の用紙の表裏に印刷されることがあり得る。
【００４５】
　トンボ・ドブ属性は、電子原稿ファイルを印刷する際に、印刷ページに対しトンボの印
刷、及びドブ（裁ち落とし）を指定したい場合に指定するための項目である。ドブ領域（
裁ち落とし幅）は、仕上がりページの各辺に付与でき、印刷用紙を断裁するときに、裁ち
落とされる幅を表す。トンボマーク（裁ち落とし位置目印）は、オフラインフィニッシャ
を用いてユーザが裁ち落としを行う際の位置を示す目印である。
【００４６】
　図６は、章属性（章設定情報４０７）の、図７はページ属性（ページ設定情報４１１）
の例を示すリストである。章属性とページ属性との関係もブック属性と下位層の属性との
関係と同様である。
【００４７】
　章属性に関しては、章に固有の項目はなく、すべてブック属性と重複する。したがって
、通常は、章属性における定義とブック属性における定義とが異なれば、章属性で定義さ
れた値が優先する。しかし、本例では、後述するように、下位層の属性値を優先するか否
かが選択可能となっている。
【００４８】
　図６において、ブック属性と章属性とにのみ共通する項目は、用紙サイズ、用紙方向、
Ｎ－ｕｐ印刷指定、拡大縮小、排紙方法（フィニッシング）の５項目である。このうち、
用紙サイズは、前述したように、印刷用紙のサイズを示し、くるみ製本や二つ折り製本（
上記製本印刷に相当）が選択されていない場合は、章単位に用紙サイズを切り替えること
が可能である。用紙方向は、ポートレイト（縦）であるか、ランドスケープ（横）である
かを示す。
【００４９】
　Ｎ－ｕｐ印刷指定は、１印刷ページに含まれる原稿ページ数を指定するための項目であ
る。指定可能な配置としては、１×１や１×２、２×２、３×３、４×４などがある。拡
大縮小属性でＯＮされている場合には、出力用紙サイズに合わせて、入力される原稿ペー
ジを拡大縮小することを示す。排紙方法（フィニッシング）は、排出した用紙にステイプ
ル処理を施すか否かを指定するための項目であり、この属性の有効性は使用する印刷装置
がステイプル機能を有するか否かに依存する。
【００５０】
　次に図７において、ページ属性に固有の項目には、ページ回転指定、ズーム、ページ分
割などがある。ページ回転指定は、原稿ページを印刷ページに配置する際の回転角度を指
定するための項目である。ズームは、原稿ページの変倍率を指定するための項目である。
変倍率は、仮想論理ページ領域のサイズを１００％として指定される。仮想論理ページ領
域とは、原稿ページを、Ｎ－ｕｐ等の指定に応じて配置した場合に、１原稿ページが占め
る領域である。例えば１×１であれば、仮想論理ページ領域は１印刷ページに相当する領
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域となり、１×２であれば、１印刷ページの各辺を約７０パーセントに縮小した領域とな
る。
【００５１】
　ブック、章、ページについて共通な属性として、ウォーターマーク及びヘッダ・フッタ
がある。ウォーターマークとは、アプリケーションで作成されたデータに重ねて印刷され
る、別途指定される画像や文字列などである。ヘッダ・フッタは、それぞれ各ページの上
余白及び下余白に印刷されるウォーターマークである。ただし、ヘッダ・フッタには、ペ
ージ番号や日時など、変数により指定可能な項目が用意されている。
【００５２】
　なお、ウォーターマーク及びヘッダ・フッタの各属性について指定可能な内容は、章と
ページとは共通であるが、ブックはそれらと異なっている。ブックにおいてはウォーター
マークやヘッダ・フッタの内容を設定できるし、また、ブック全体を通してどのようにウ
ォーターマークやヘッダ・フッタを印刷するかを指定することができる。一方、章やペー
ジでは、その章やページにおいて、ブックで設定されたウォーターマークやヘッダ・フッ
タを印刷するか否かを指定できる。
【００５３】
　＜文書処理システムの操作手順例＞
　（ブックファイルの生成手順例）
　ブックファイルは、上述したような構造及び内容を有している。次に、製本アプリケー
ション１０４及び電子原稿ライタ１０２によってブックファイルを作成する手順を説明す
る。ブックファイルの作成は、製本アプリケーション１０４によるブックファイルの編集
操作の一環として実現される。
【００５４】
　図８は、製本アプリケーション１０４によりブックファイルを開く際の手順を示すフロ
ーチャートである。
【００５５】
　まず、開こうとするブックファイルが、新規作成すべきものであるか、それとも既存の
ものであるか判定する（ステップＳ８０１）。新規作成の場合には、章を含まないブック
ファイルを新規に作成する（ステップＳ８０２）。新規に作成されるブックファイルは、
図４の例で示せば、ブック情報４０１のみ有し、章のノードに対するリンクが存在しない
ブックのノードとなる。ブック属性（ブック設定情報４０３）には、新規作成用としてあ
らかじめ用意された属性のセットが適用される。そして、新規ブックファイルを編集する
ためのユーザインタフェース（ＵＩ）画面を表示する（ステップＳ８０４）。
【００５６】
　図９は、新規にブックファイルが作成された際のＵＩ画面の一例である。この場合には
、ブックファイルは実質的な内容を持たないために、ＵＩ画面９００には何も表示されな
い。
【００５７】
　一方、既存のブックファイルがあれば、指定されたブックファイルを開き（ステップＳ
８０３）、そのブックファイルの構造、属性、内容に従ってユーザインタフェース（ＵＩ
）画面を表示する。図１０は、このＵＩ画面の一例である。ＵＩ画面１０００は、ブック
の構造を示すツリー部１００１と、印刷された状態を表示するプレビュー部１００２とを
含む。ツリー部１００１には、ブックに含まれる章、各章に含まれるページが、図４のよ
うな木構造が分かるように表示される。ツリー部１００１に表示されるページは原稿ペー
ジである。プレビュー部１００２には、印刷ページの内容が縮小されて表示される。その
表示順序は、ブックの構造を反映したものとなっている。
【００５８】
　開かれたブックファイルには、電子原稿ライタ１０２によって電子原稿ファイルに変換
されたアプリケーションデータを、新たな章として追加することができる。この機能を電
子原稿インポート機能と呼ぶ。図８の手順によって新規に作成されたブックファイルに電
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子原稿インポートすることで、そのブックファイルには実体が与えられる。この機能は、
図９あるいは図１０の画面にアプリケーションデータをドラッグアンドドロップ操作する
ことで起動される。
【００５９】
　図１１に、新規作成されたブックファイルに電子原稿インポートを行う場合の処理の一
例を示すフローチャートである。まず、図８のフローチャートに従い新たなブックファイ
ルを作成してそれを開く（ステップＳ１１０１）。そして、インポート対象としてのデー
タの指定を受け付ける。ステップＳ１１０２では、このインポート対象として指定された
データのフォーマットが画像ファイルである否かを判定する。この判定は、ウインドウズ
ＯＳの下であれば、アプリケーションデータのファイル拡張子に基づいて行うことができ
る。例えば、拡張子が「ｂｍｐ」であればウインドウズビットマップデータであり、「ｊ
ｐｇ」であればＪＰＥＧ圧縮された画像データ、「ｔｉｆｆ」であればｔｉｆｆ形式の画
像データであると判定できる。
【００６０】
　もし、その他のファイルフォーマットであると判定された場合は（ステップＳ１１０２
において「その他」）、ステップＳ１１０３に移行する。ステップＳ１１０３では、指定
されたアプリケーションデータに対応するアプリケーションを起動し、電子原稿ライタ１
０２をデバイスドライバとして、ＯＳの出力モジュールに対して出力コマンドを送信させ
る。出力モジュールは、受信した出力コマンドを電子原稿ライタ１０２によって電子原稿
形式のデータに変換し、出力する。
【００６１】
　一方、画像データであった場合には（ステップＳ１１０２において「画像」）、ステッ
プＳ１１０４に移行する。ステップＳ１１０４では、アプリケーションを起動せずにファ
イルフォーマットを変換することで電子原稿ファイルに変換する。この例では、画像ファ
イルだけをフォーマット変換の対象としているが、ＰＤＦやＰＳなどフォーマットが公開
されているデータであれば、データ変換のコンバータを作成することが可能である。
【００６２】
　指定されたデータについて変換が終了したらブックファイルへ追加する（ステップＳ１
１０５）。指定されたデータが複数ファイルの場合は、ステップＳ１１０１からステップ
Ｓ１１０５をファイルの数だけループすることで複数ファイルをブックファイルにインポ
ートすることができる。
【００６３】
　（ブックファイルの編集例）
　以上のようにして、アプリケーションデータからブックファイルを作成することができ
る。生成されたブックファイルについては、章及びページに対して次のような編集操作が
可能である。
（１）新規追加
（２）削除
（３）コピー
（４）切り取り
（５）貼り付け
（６）移動
（７）章名称変更
（８）ページ番号名称振り直し
（９）表紙挿入
（１０）合紙挿入
（１１）インデックス紙挿入
（１２）各原稿ページに対するページレイアウト
【００６４】
　このほか、一旦行った編集操作を取り消す操作や、さらに取り消した操作をやり直す操
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作が可能である。これら編集機能により、例えば複数のブックファイルの統合、ブックフ
ァイル内で章やページの再配置、ブックファイル内で章やページの削除、原稿ページのレ
イアウト変更、合紙やインデックス紙の挿入などといった編集操作が可能となる。これら
の操作を行うと、図４乃至図６に示す属性に操作結果が反映されたり、あるいはブックフ
ァイルの構造に反映されたりする。
【００６５】
　例えば、ブランクページの新規追加操作を行えば、指定された箇所にブランクページが
挿入される。このブランクページは原稿ページとして扱われる。また、原稿ページに対す
るレイアウトを変更すれば、その変更内容は、印刷方法やＮ－ｕｐ印刷、表紙／裏表紙、
インデックス紙、合紙、章区切りといった属性に反映される。本例における、編集時の表
示及び操作例については、以下で詳細に示す。
【００６６】
　（ブックファイルの出力例）
　以上のように作成・編集されるブックファイルは印刷出力を最終目的としている。利用
者が図１０に示す製本アプリケーション１０４のＵＩ画面１０００からファイルメニュー
１００３を選択し、そこから印刷を選択すると、指定した出力デバイスにより印刷出力さ
れる。この際、まず製本アプリケーション１０４は、現在開かれているブックファイルか
ら印刷データとしてのジョブチケットを作成して電子原稿デスプーラ１０５に渡す。電子
原稿デスプーラ１０５は、ジョブチケットをＯＳの出力コマンド、例えばウインドウズの
ＧＤＩコマンドに変換し、それを出力モジュール、例えばＧＤＩに送信する。出力モジュ
ールは、指定されたプリンタドライバ１０６によってデバイスに適したコマンドを生成し
、そのデバイスに送信する。
【００６７】
　すなわち、図示しない出力モジュールのグラフィックエンジンは、印刷装置ごとに用意
されたプリンタドライバ１０６を外部メモリ２１１からＲＡＭ２０２にロードし、出力を
プリンタドライバ１０６に設定する。そして、出力モジュールは、受け取ったＧＤＩ（Gr
aphic Device Interface）関数をＤＤＩ（Device Driver Interface）関数に変換して、
プリンタドライバ１０６へＤＤＩ関数を出力する。
【００６８】
　プリンタドライバ１０６は、出力モジュールから受け取ったＤＤＩ関数に基づいて、プ
リンタが認識可能な制御コマンド、例えばＰＤＬ（Page Description Language）に変換
する。変換されたプリンタ制御コマンドは、ＯＳによってＲＡＭ２０２にロードされたシ
ステムスプーラを経てインタフェース２１経由でプリンタ１０７へ印刷データとして出力
される仕組みとなっている。
【００６９】
　ここで、上記ジョブチケットは、原稿ページを最小単位とする構造を有するデータであ
る。ジョブチケットにおける構造は、用紙上における原稿ページのレイアウトを定義して
いる。ジョブチケットは１ジョブにつき１つ発行される。そのため、まず最上位にドキュ
メントというノードがあり、文書全体の属性、例えば両面印刷／片面印刷などが定義され
ている。その下には、用紙ノードが属し、用いるべき用紙の識別子や、プリンタにおける
給紙口の指定などの属性が含まれる。各用紙ノードには、その用紙で印刷されるシートの
ノードが属する。１シートは１枚の用紙に相当する。各シートには、印刷ページ（物理ペ
ージ）が属する。片面印刷ならば１シートには１物理ページが属し、両面印刷ならば１シ
ートに２物理ページが属する。各物理ページには、その上に配置される原稿ページが属す
る。また物理ページの属性として、原稿ページのレイアウトが含まれる。
【００７０】
　ジョブチケットのデータ構造の例を図１２に示す。印刷用のデータでは、文書は用紙の
集合で構成されており、各用紙は表、裏の２面で構成されており、各面は原稿をレイアウ
トする領域（物理ページ）を持ち、各物理ページには、最小単位である原稿ページの集合
から構成される。
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【００７１】
　１２０１は文書に相当するデータで、文書全体に関係するデータと、文書を構成する用
紙情報のリストから構成される。用紙情報１２０２は用紙サイズなど用紙に関する情報と
用紙上に配置される面情報のリストから構成される。面情報１２０３は、面に固有のデー
タと、面上に配置される物理ページのリストから構成される。
【００７２】
　物理ページ情報１２０４は、物理ページのサイズやヘッダ・フッタなどの情報と、物理
ページを構成する原稿ページのリストから構成される。原稿ページ情報１２０５は、原稿
ページのヘッダ・フッタなどの情報やカラーデータを含んでいるか、面上のどの位置にど
のサイズに拡縮するか等のレイアウト情報を保持する原稿ページ設定部と、ページデータ
リスト４１３へのリンク情報から構成される。
【００７３】
　電子原稿デスプーラ１０５は、上述のジョブチケットを、出力モジュールへの出力コマ
ンドに変換する。
【００７４】
　（プレビュー表示の内容例）
　すでに説明したとおり、ブックファイルが製本アプリケーションによって開かれると、
図１０に示すユーザインタフェース画面１０００が表示される。ツリー部１００１には、
開いているブック（以下、「注目ブック」と呼ぶ。）の構造を示すツリーが表示される。
プレビュー部１００２には、利用者の指定に応じて、３通りの表示方法が用意されている
。
【００７５】
　第１は原稿ページをそのまま表示する原稿ビューと呼ばれるモードである。原稿ビュー
モードでは、注目ブックに属する原稿ページの内容が縮小されて表示される。プレビュー
部の表示にレイアウトは反映されない。第２は印刷ビューモードである。印刷ビューモー
ドでは、プレビュー部１００２には、原稿ページのレイアウトが反映された形で原稿ペー
ジが表示される。第３は簡易印刷ビューモードである。簡易印刷ビューモードでは、各原
稿ページの内容はプレビュー部の表示には反映されず、レイアウトのみが反映される。
【００７６】
　なお、図１０の画面は、製本アプリケーション１０４の操作画面としても利用可能であ
る。製本アプリケーション１０４は、文書のページ順の入れ替えや複製、削除などの編集
に加え、ステイプルなどの印刷装置の機能設定も行うことができ、指定した印刷装置に印
刷することが可能である。
【００７７】
　＜属性設定例＞
　図１３は、製本アプリケーション１０４の「文書の詳細設定」ウインドウ１３００を示
している。
【００７８】
　このウインドウでは、「ブック設定情報４０３」を表示／設定することができる。この
ウインドウは、図１０のアプリケーション操作画面にあるPrint Formメニュー１００４の
「Detailed Setting for Document」（文書の詳細設定）メニューあるいはツールバー上
の「Detailed Setting for Document」ボタンから起動される。「文書の詳細設定」ウイ
ンドウは、文書全体に影響する属性の設定を行うためのウインドウである。このウインド
ウは、Page Setup（ページ設定）１３０３、Decoration（装飾）１３０４、Edit（編集）
１３０５、Paper Source（給紙）１３０６の４つのシートから構成される。図１３は、Pa
ge Setupシート１３０３が選択された状態を示している。このPage Setupシート１３０３
では、主にレイアウトに関する設定を行うことができ、用紙サイズや向き、Ｎページ印刷
などの設定を指示することができる。また、ウインドウ１３００には、ズームに関するチ
ェックボックスコントロール１３０１、１３０２が配置されている。
【００７９】



(14) JP 4847182 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

　図１４は、製本アプリケーション１０４の「章の詳細設定」ウインドウ１４００を示し
ている。
【００８０】
　このウインドウでは、「章設定情報４０７」を表示／設定することができる。このウイ
ンドウは、図１０のアプリケーション操作画面にあるPrint Formメニュー１００４の「De
tailed Setting for Chapter」（章の詳細設定）メニューあるいはツールバー上の「Deta
iled Setting for Chapter」ボタンから起動される。「章の詳細設定」ウインドウ１４０
０は、章固有の属性の設定を行うためのウインドウである。このウインドウ１４００は、
Page Setup（ページ設定）１４０４、Finishing（フィニッシング）１４０５、Edit（編
集）１４０６、Paper Source（給紙）１４０６の４つのシートから構成されている。
【００８１】
　図１４は、Page Setupシート１４０４を表示した状態を示している。このPage Setupシ
ート１４０４では、主に各章で固有のレイアウトに関する設定を行うことができ、用紙サ
イズや向き、Ｎページ印刷などの設定を指示することができる。「文書の詳細設定」と「
章の詳細設定」で重複する設定項目については「Follow Book Attribute（ブック属性に
従う）」のチェックボックスコントロール１４０１、１４０２、１４０３を配置している
。このチェックボックスにチェックが入っている属性項目については、図１３で設定され
たブックの設定値をその章にも適用する。
【００８２】
　このチェックをはずした場合の画面例は、次の図１５に示す。章固有の設定としては２
種類に分類できる。一つは章でしか持たない設定項目である。もう一つは、上位階層の文
書とは異なる独自の設定値を章の階層で保持している場合である。
【００８３】
　図１５は、図１４の「章の詳細設定」でチェックボックスコントロール１４０１、１４
０２のチェックをはずした状態である。この場合、文書の全体がＡ３用紙を使っている場
合でも、この章を構成するページはＡ４用紙サイズになる。またレイアウトも、文書では
ページレイアウト１４０８が「１Page Par Sheet」に設定されていて、１シート１ページ
の設定である。これに対し、図１５における章の設定では、ページレイアウト１５０２が
「4 Page Per Sheet」となっているので、１シートに４ページがレイアウトされる。また
、チェックボックスコントロール１４０３にはチェックがついているので、上位階層であ
る文書の設定値を、この章の設定値として使用する。即ち、この章についての設定を行う
必要がない。
【００８４】
　図１６は、製本アプリケーション１０４の「ページの詳細設定」ウインドウ１６００を
示している。
【００８５】
　このウインドウ１６００では、「ページ設定情報４１１」を表示／設定することができ
る。このウインドウは、図１０のアプリケーション操作画面にあるPrint Formメニュー１
００４の「Detailed Setting for Page」（ページの詳細設定）メニューあるいはツール
バー上の「Detailed Setting for Page」ボタンから起動される。「ページの詳細設定」
ウインドウ１６００は、各ページで固有の属性の設定を行うためのウインドウである。こ
のウインドウ１６００は、Page Setup（ページ設定）１６０２、Edit（編集）１６０３の
２つのシートから構成されている。
【００８６】
　図１６は、Page Setupシート１６０２が選択された状態を示している。このPage Setup
シート１６０２では、主に各ページで固有のレイアウトに関する設定を行うことができ、
原稿ページを配置する際の回転角や拡縮率などの設定を指示することができる。「章の詳
細設定」と「ページの詳細設定」で重複する設定項目については「Follow Chapter Attri
bute（章属性に従う）」のチェックボックスコントロール１６０１を配置している。この
チェックボックスにチェックが入っている属性項目については、図１４及び図１５で設定
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された章に関する設定値をそのページにも適用する。このチェックをはずした場合につい
ては、次の図１７に示す。
【００８７】
　図１７は、図１６の「ページの詳細設定」でPage Rotation（ページ回転）１６０４の
設定を変更した状態を示している。図１６では、ページ回転１６０４について、回転無し
（０度）の設定となっている。これに対し図１７では、原稿ページをレイアウトする際に
ページの上が左になるように（２７０度）回転して配置する設定にしている。この属性項
目については、章や文書に重複する設定項目が無いので「Follow Chapter Attribute」の
チェックボックスが存在せず、ウインドウ１６００に表示されている設定が常にページの
設定値となる。
【００８８】
　一方、「Follow Chapter Attribute」１６０１にチェックがある場合、例えば、ズーム
アレンジは章にも重複する設定項目があるので章の設定値をページの設定値とする。また
、章におけるズームアレンジの設定項目において「Follow Book Attribute」１４０３の
チェックがある場合、章の設定値は上位階層である文書の設置値を使うので、結局ページ
の設定値は文書の設定値に従うことになる。また、章で該当する項目１４０３のチェック
が外れている場合、章固有の設定値を有することとなるので、ページの設定値はその章固
有の設定値に従う。
【００８９】
　尚、上記設定画面で設定されたチェックボックスコントロールの情報は、専用の領域に
保持されてもよいが、図４に示した章設定情報４０７やページ設定情報４１１内に属性の
１つとして保持するのが望ましい。この場合には、図６及び図７にチェックボックスコン
トロールの情報を保持する領域が追加される。
【００９０】
　＜文書編集の表示例＞
　上位階層と重複する属性項目の設定値として、上位階層の設定値を使わないようにした
場合、つまり、チェックボックスコントロール１４０１や１６０１のチェックをはずした
場合のアプリケーションの表示形式を、図１８に示す。
【００９１】
　図１８の例では、ツリー部１００１に示すように、文書は二つの章（Chapter1及びChap
ter2）からなる。また、各章は９ページ（1-1から1-9と2-1から2-9）の原稿データを持っ
ている。
【００９２】
　図１８では、最初の章のレイアウトが４ＵＰ（４ｉｎ１とも表記する）に設定され、２
番目の章の先頭ページ（文書全体では１０ページ目）に回転が指定された場合の表示例を
示している。
【００９３】
　プレビュー部１００２では、１～３ページ目（１８０１から１８０３）には１ページ上
に４つの原稿がそれぞれ配置されている様子が表示されている。そして、第４ページ目１
８０４のデータである「Ａ」の文字が回転している様子が表示されている。ツリー部１０
０１での章やページ固有の設定を行った場合の表示形式を説明する。最初の章（Chapter1
）に対するアイコン１８０５が変化して、この章に章独自の設定がなされていることを示
している。また、２番目の章(Chapter2)の先頭ページ(2-1)に対するアイコン１８０６が
変化して、このページに特別な設定がなされていることが示されている。これらのアイコ
ンには、１８０７の様なマークが表示されており、係るマーク１８０７の有無により、設
定の有無を識別することができる。なお、マーク１８０７の形式は、図１８に示したもの
に限定されるものではなく、特定の設定が成されていることが識別可能に表示されれば、
どのような形式であっても良い。例えば、該当部分を点滅表示しても良いし、表示色を変
えても良い。
【００９４】
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　＜出力例＞
　印刷業やＣＲＤ（Ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　Ｒｅｐｒｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｄｅｐａｒｔ
ｍｅｎｔ）では、Ａ４原稿をＡ３伸びサイズに２つ並べて印字し、後工程で断裁すること
で１枚の用紙から複数の頁を得るような出力形態のレイアウトを行う場合がある。単純に
同じページデータを複数並べる場合や連続するページを並べる場合など様々なレイアウト
を行っている。
【００９５】
　図１９は、４つ折りの面付け例である。この例では、単に並べて印刷するだけではなく
、印刷後に四つ折りして断裁することを前提として、折り処理後の断裁後にページ順が続
くように、複数のページをレイアウトしている。１９０１は、印刷用紙の表面のレイアウ
トパターンを示し、１９０２は印刷用紙の裏面のレイアウトパターンを示す。ここでは、
表面１９０１の１ページ目の裏に、裏面１９０２の２ページ目が印刷されるようにレイア
ウトされている。同様に、４ページ目の裏に３ページ目が、５ページ目の裏に６ページ目
が、８ページ目の裏に７ページ目が印刷されるようにレイアウトされている。
【００９６】
　後工程の折りとしてこれ以外に良く実施されているのは、単純に中綴じで２つ折りする
方式や更にもう一回折って８つ折りする方法がある。このように１枚の用紙に複数ページ
を面付けする際には、各ページを切り離すために「トンボ」と呼ばれる断裁の目印をあわ
せて印刷することが多い。図２０から図２２は、本実施形態に対応する文書処理システム
を用いて断裁目印としてのトンボを印字した例を示している。
【００９７】
　図２０は、単純にページを並べて配置している場合（ペラ）のトンボ印字の例である。
この例では、ページを用紙に３行４列のあわせて１２ページ配置している。ページの間に
は、断裁位置を示すトンボ（２００１から２０１４）と各ページの中心位置を示すセンタ
ートンボ（２０２１から２０３４）とを印字している。センタートンボは、複数枚のペラ
印刷を行う場合に、各印刷用紙の印字位置にズレがないかを作業者が判断するための目印
である。なお、断裁位置を示すトンボには、ページ間の断裁位置を示す目印と、ページの
コーナーにおける断裁位置を示す目印とが含まれ、コーナートンボとも言う。また、仕上
がりサイズと各トンボの間の領域をドブ領域または裁ち落とし幅と呼ぶ。
【００９８】
　図２１は、用紙の中央で２つ折りする場合（中綴じ）の面付けでトンボを印字している
例である。ここでは、用紙の中央部の上下位置に折り位置を示す折りトンボ（２１０１及
び２１０２）、四隅に断裁位置を示すコーナートンボ（２１０３から２１０６）、ページ
の中央位置を示すセンタートンボ（２１０７から２１１０）がそれぞれ配置されている。
【００９９】
　図２２は、４つ折り面付けのトンボ印字例である。（ａ）は綴じ位置にミーリングと呼
ばれる削り幅を持っていない場合の例、（ｂ）はミーリング２２２１を有する場合の例を
示す。いずれの場合でも、この例においても、折り位置に折りトンボ（２２０１から２２
０４）、断裁する位置に断裁トンボ（２２０５から２２１２）、各ページの中央位置にセ
ンタートンボ（２２１３から２２２０）を配置している。
【０１００】
　「ミーリング」は、製本の方法が「無線とじ」の場合、必要になる。「無線とじ」は、
接着剤だけで本を綴じる製本方法であり、本の背の部分に鋸歯状（ミーリング）のギザギ
ザをつけてから接着剤をつけ表紙でくる。そのため、ギザギザにする部分の余白を、面付
け時に設ける必要があり、この余白をミーリング幅と呼ぶ。
【０１０１】
　従来は、図２３に示すようにトンボを用紙４辺全てに印字していた。図２３は４つ折り
面付けの場合にトンボを印字した場合の出力例である。このように全てのページにトンボ
を印刷した場合、下記のような問題が生ずる。
【０１０２】
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　図２４ａ乃至図２４ｃは、従来のトンボの印刷方式に基づく問題を説明するための図面
である。図２４ａに示すように、通常は、右上のトンボ２４０１と右下のコーナートンボ
２４０２の位置で断裁することで、図中の点線２４０３で示す仕上がりサイズの成果物が
得られる。また、折りトンボがある場合には、該折りトンボの位置で折り、断裁トンボの
位置で断裁することで、理想とする成果物を得ることができる。
【０１０３】
　しかし現実的には、多少の位置ズレが発生する。位置ズレが発生するのは、用紙毎の位
置のずれ、表面と裏面との位置のずれ、折り位置のずれ、断裁位置のずれなど、各工程に
おいて生ずる「ずれ」が原因である。
【０１０４】
　このような各工程でのずれが積み重なって、断裁や折り時のずれが発生する。そこで、
一般にはこのようなずれを見込んで、誤差を許容可能な範囲をドブ領域として設けている
。この許容範囲は３ｍｍ程度確保されることが多い。
【０１０５】
　図２４ｂは、折り位置が図面右下の方向にずれた場合の例を示している。面付け上の折
り位置（折りトンボの位置）を点線２４０４及び２４０５で、実際に折られた位置を一点
鎖線２４０６及び２４０７で示している。この一点鎖線で折った場合に、トンボがどのよ
うになるのかを示しているのが図２４ｃである。
【０１０６】
　点線２４０８及び２４０９で示しているのは、表面（１が印字されている用紙）ではな
く、用紙の裏面や折り重ねたページに印字されているトンボである。この状態では、１ペ
ージ目の断裁位置が２本トンボの間であっても、成果物の裏面にはトンボが残ってしまう
ことになる。
【０１０７】
　次に、同じページを縦横２つずつ、合計４つ面付けする場合を例に説明する。例えば、
原稿が４ページものであれば、１シートに同一ページを４枚分印刷して４つに断裁するこ
とで、一度に４部を得ることができる。
【０１０８】
　図２５はこの４面つけの場合に、本発明のトンボ位置制御を適用した場合を分かりやす
く図示した例である。図２５で各ページの周囲が矩形で囲まれているのは、仕上がりサイ
ズを示す概念的な位置を分かりやすく示しているためであり、実際には枠は印刷されない
。原稿は４ページ（２５０１から２５０４）あるので４枚を重ねて断裁するものとする。
この場合、作業者が断裁の目印として必要なのは１枚目２５０１のトンボだけである。本
発明のトンボ位置制御方式では、折り処理を伴わない面付け方法の場合、実際の断裁で必
要な１枚目の用紙にのみトンボを印字するので、多少の位置ズレがあっても２ページ目以
降にトンボが残ることはありえない。
【０１０９】
　本発明を中綴じ製本印刷に対して適用する例を示すのが図２６である。図２６は、中綴
じ製本印刷、かつ開き方向が左開きに設定されている場合の面付け結果を示している。中
綴じ製本印刷の場合、用紙をまとめて二つ折りにし、１ページ目のトンボを目印とし、用
紙をまとめて断裁する。この場合、作業者は１ページ目の位置にのみトンボが印字されて
いれば断裁には用が足りるため、に１ページ目となる断裁位置にのみトンボ２６０１及び
２６０２を印字している。なお、中綴じ製本印刷の場合は、作業者は、最終ページ目にト
ンボが印字されていれば断裁には用が足りるため、１ページ目にトンボを印字せずに、最
終ページにトンボを印字してもよい。すなわち、折り処理を伴う面付け方法の場合、折り
処理後に先頭ページとなるページ（１ページ目または最終ページ）にトンボを付加して印
刷すればよい。
【０１１０】
　本発明を四つ折りの面付けに対して適用した例を示すのが図２７である。一枚目の用紙
２７０１には、１ページ目から８ページ目までが印字されるが、トンボが印字されている
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のは１ページ目に接する左上のコーナートンボ２７０３と、左中央の水平線の断裁トンボ
２７０４だけである。用紙２７０１上に断裁用のトンボが付いているのは１ページ目の周
囲だけなので、このトンボを目印として断裁すれば用紙のほかのページにトンボが残るこ
とはない。２枚目の用紙２７０２以降についても同様にして、１ページ目のみに断裁用の
トンボを印刷する。
【０１１１】
　図２８ａ及び図２８ｂは、本実施形態に対応するトンボ位置の設定を行うためのＧＵＩ
の一例を示す図である。図２８ａは、ペラの面付けの場合のＧＵＩの一例を示し、図２８
ｂは、「中とじ」や「４つ折り」のように用紙を折る必要のある面付け方法が選択されて
いる場合のＧＵＩの一例を示す。両図面において断ち落としの用語が「上下左右」と「天
地小口」となっているなど面付けに応じた違いはあるがほぼ同等の設定が可能である。
【０１１２】
　図２８ａのダイアログの中央付近にあるチェックボックスコントロール２８０１で、「
先頭用紙（表面）にだけトンボをつける」か否かを設定することができる。このコントロ
ール２８０１がチェックされた場合には、図２５のように、１シート目のみにトンボが印
刷され、他のシートにはトンボが印刷されないこととなる。
【０１１３】
　図２８ｂのダイアログの中央付近にあるチェックボックスコントロール２８０２で、「
折り丁の１ページ目だけにコーナートンボをつける」か否かを設定することができる。こ
のコントロール２８０２がチェックされた場合には、図２６や図２７のように、シートの
１ページ目のみにトンボが印刷され、他のページにはトンボが印刷されないこととなる。
【０１１４】
　なお、チェックが外された場合には、従来どおり全ての位置でトンボをつけることがで
きる。
【０１１５】
　なお、先頭ページにだけつけるだけでは、更なる課題が発生する。図２９はこの課題を
説明するための図である。図２９では、４ページ原稿を４面付けしているが、これを１０
００部印字するとする。４ページ物なので、４０００枚印刷されて、断裁すると４倍の４
０００部の仕上がりを得ることができる。
【０１１６】
　ここで、印刷の後工程である断裁工程で使用する断裁機の最大断裁用紙枚数が１０００
枚と仮定すると、４０００枚を一度に断裁することはできない。そこで、１０００枚単位
で４回に分けて断裁することとなる。しかし、上記の実施形態に従えば、１枚目にしかト
ンボが印字されていないので、１００１枚目以降を断裁することができなくなってしまう
。上記の実施形態に従って断裁を可能とするには、ユーザが最大断裁用紙枚数をページ数
で割った２５０部（１０００ページ）を４回に分けて印刷しなければならず、手作業によ
るミスが発生する場合がある。
【０１１７】
　この課題に対応した本発明の実施形態を示すのが図３０である。予め設定されたＮ部ご
とに繰り返しトンボ３００１及び３００２を印字することで、後工程の制限に対応するこ
とができる。なお、単に繰り返しトンボを印刷するだけでは、４０００枚の印刷物からト
ンボが印刷された４枚を探すという労力が必要となるため、仕分ける設定と連動するとい
った工夫があるとより効果的である。
【０１１８】
　この場合の設定用ＧＵＩの一例を示すのが図３１である。図３１では、印刷ダイアログ
３１００にＮ部ごとにシフトして排紙するオプション３１０１がある。Ｎ部ごとに排紙位
置をずらすことで仕分けを容易にしている。このシフトの設定と図３０に示したようなト
ンボの印字周期を一致させることで、トンボの描画位置を容易に探し当てることができる
ようになる。なお、仕分けの容易の為には、シフトによらずとも、トンボが印刷されたシ
ートを識別可能なシートを間で排紙しても良い。このようなシートには、文書データの印
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刷に利用される記録紙とは異なる色の色紙を利用することができる。これにより、部数の
区切りを明確化できる。なお、これらの設定により、図５で示したブックの属性項目のト
ンボ・ドブ属性１７に、どの種類のトンボをつけるか、先頭用紙にトンボをつけるか、折
り丁の１ページ目にトンボをつけるか、トンボの印字周期の値のそれぞれが格納される。
製本アプリケーション１０４は、プリンタドライバ１０６に対して描画データを出力する
場合に、このトンボ・タブ属性に格納されている設定内容に従って、必要な物理ページま
たは論理ページにトンボの描画コマンドを出力することができる。
【０１１９】
　なお、図３１では、ＵＩにおける用紙のシフトとトンボの印刷周期を連動させているが
、これとは逆に、トンボの周期を入力し、その周期にあわせてシフトさせても本発明の効
果は変わらない。或いは、ＵＩには周期を設定するコントロールを持たずに、ＭＩＳなど
のシステムから後工程の制限値を入手し、その制限値を周期としても良い。
【０１２０】
　次に、本実施形態に対応するトンボの印字位置決定処理について説明する。図３２は、
製本アプリケーション１０４において実行される該トンボの印字位置を決定する処理の一
例を示すフローチャートである。ステップＳ３２０１からステップＳ３２０５で全てのペ
ージに対して繰り返している。図１２のジョブチケット構成であれば、トンボ情報をのぞ
いた情報を作成する作業に相当する。
【０１２１】
　まずステップＳ３２０２で、製本アプリケーション１０４は、原稿データを取得し、各
ページの面付け処理を行う。この面付け処理の内容は周知のものであるので、詳細な説明
はここでは省略するが、例えば、面付け方法として、「ペラ面付け」が選択されている場
合には、ブック属性から面付け数を取得し、取得された面付け数に従って用紙サイズの領
域を分割し、分割された各領域内に、ブック属性で指定されている仕上がりサイズの領域
を確保し、各領域に同一ページの原稿を連続して配置する（図２０）。また、面付け方法
として「中綴じ」が選択されている場合には、用紙サイズの片面に２面分の原稿データが
配置される。各面の原稿データのサイズは、仕上がりサイズにあわせられ、綴じ位置の辺
側にはドブ領域がつかずに、隣り合わせの原稿が配置される（図２１）。また、面付け方
法として「４つ折り」が選択されている場合には、用紙サイズの片面に４面分の原稿デー
タが配置される。ページ順は、前述したように、４つ折りした際のページ順が続くように
各原稿ページの位置と向きが決定される。各面の原稿データのサイズは、仕上がりサイズ
に合わせら、必要に応じてミーリング幅が確保される（図２２）。この処理により、図１
９や図２３等に示したように印刷対象ページの各用紙への割り当てが行われる。なお、ス
テップＳ３２０２では、面付け処理を行うとして説明したが、各原稿ページの配置位置を
仮決定しておき、以下に説明するトンボの位置を決定後に、デスプーラ１０５により物理
ページ単位に必要な各原稿ページの描画データとトンボの描画データが生成され、プリン
タドライバ１０６に出力されることが望ましい。
【０１２２】
　次に、ステップＳ３２０３では、製本アプリケーション１０４は、図２８ａ又は図２８
ｂで示したＧＵＩにおいて、チェックボックス２８０１又は２８０２がチェックされてい
るかどうかを判定する。もし、チェックされていない場合は（ステップＳ３２０３におい
て「ＮＯ」）、ステップＳ３２０４において従来通り全てのページ及び用紙にトンボが印
字されるように、トンボの描画位置を決定する。一方、チェックされていると判定された
場合は（ステップＳ３２０３において「ＹＥＳ」）、製本アプリケーション１０４は、ス
テップＳ３２０６において現在処理しているページが先頭ページ（１ページ目）の原稿を
含んでいるか否かを判定する。
　ステップ３２０６では、ペラの面付けであれば先頭ページを含む面であるかに基づいて
判定できる。また、中綴じ製本の面付けであれば先頭ページと最終ページを面付けする面
であるかに基づいて判定できる。更に、４つ折りの面付けであれば、１，８，４，５ペー
ジ目が面付けされている面であるかに基づいて判定できる。このように、面付けに応じた
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判断方法に基づき判定が可能である。或いは単純に、物理ページ情報１２０４が保持する
原稿ページ情報のリストを探索して先頭ページへのページデータリンクがあるかどうかで
判定することも可能である。
【０１２３】
　ステップＳ３２０６で先頭ページを含んでいないと判定された場合は（ステップＳ３２
０６において「ＮＯ」）、ステップＳ３２１１に移行する。ステップＳ３２１１では、印
字位置を制御する必要が無いセンタートンボや折りトンボだけを印字してから次の面へと
処理を進める（ステップＳ３２０５）。一方、先頭ページを含んでいると判定された場合
は（ステップＳ３２０６において「ＹＥＳ」）、ステップＳ３２０７に移行して面付けの
印字方法を判定する。
【０１２４】
　本実施形態では、面付けの印字方法として、ペラ、中綴じ、折り丁（４つ折）の３種類
が有る場合を説明する。従って、ステップＳ３２０７では、印字方法がこの３種類のいず
れであるかが判定される。
【０１２５】
　もし、ペラの面付けであると判定された場合は（ステップＳ３２０７において「ペラ」
）、ステップＳ３２０８に移行する。ステップＳ３２０８では、その面全体にトンボを描
画すればよいので、ステップＳ３２０４と同様のトンボを物理ページ情報１２０４に設定
する。
【０１２６】
　一方、中綴じ製本であると判定された場合は（ステップＳ３２０７において「中綴じ」
）、ステップＳ３２０９に移行する。ステップＳ３２０９では、後述する中綴じの１ペー
ジ目用のトンボ位置決定処理を実施し、決定されたトンボ情報を物理ページ情報１２０４
に設定する。
【０１２７】
　同様に折り丁であると判定された場合も（ステップＳ３２０７において「折り丁」）、
ステップＳ３２１０に移行する。ステップＳ３２１０では、折丁の１ページ目用のトンボ
位置決定処理を実施し、決定されたトンボ情報を物理ページ情報１２０４にと設定する。
【０１２８】
　このように、描画データの生成に先立って、各物理ページ情報に、どの原稿ページが配
置され、必要に応じてトンボ情報が記述されており、デスプーラ１０５は、この各物理ペ
ージ情報に従って、プリンタドライバ１０６に対して描画データの出力を行う。よって、
プリンタドライバ１０６は、描画データに従って印刷データを生成するだけでよい。
【０１２９】
　次に、図３３ａを参照して、図３２のステップＳ３２０９における中綴じ用のトンボ処
理のうち、トンボ位置決定処理部分の詳細を説明する。
【０１３０】
　まず、ステップＳ３３０１で、製本アプリケーション１０４は、開き方向が左右開きか
上下開きであるかを判定する。もし、左右開きと判定された場合は（ステップＳ３３０１
において「ＹＥＳ」）、ステップＳ３３０２へ移行し、上下開きと判定された場合は（ス
テップＳ３３０１において「ＮＯ」）ステップＳ３３０５へと進む。ステップＳ３３０２
では、１ページ目の原稿ページ情報１２０５を調べて、１ページ目が用紙の右側と左側の
どちらに配置されているかを判定する。もし、右側に配置されていると判定された場合は
（ステップＳ３３０２において「ＹＥＳ」）、ステップＳ３３０３へ移行する。一方、左
側に配置されていると判定された場合は（ステップＳ３３０２において「ＮＯ」）、ステ
ップＳ３３０４に移行する。
【０１３１】
　ここで、図３３ｂは左右開きの場合の断裁トンボの位置を一例として示している。左右
開きの場合は原稿並べた外周の左上、右上、左下及び右下の４隅にそれぞれコーナートン
ボを配置するのが通常である。そこで、左側のページに接して左上、左下のコーナートン



(21) JP 4847182 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

ボ３３０１及び３３０３が、右側のページに接して右上、右下のコーナートンボ３３０２
及び３３０４が、それぞれ配置されている。
【０１３２】
　ステップＳ３３０２において、１ページ目が右側に配置されていると判定された場合に
は（ステップＳ３３０２において「ＹＥＳ」）、ステップＳ３３０３に移行する。ステッ
プＳ３３０３では、１ページ目に接する右上と右下、即ち３３０２と３３０４の位置を断
裁トンボ（ここではコーナートンボ）の描画位置として決定し、左側の断裁トンボ３３０
１及び３３０３は描画位置としない。一方、１ページ目が左側に位置していると判定され
た場合は（ステップＳ３３０２において「ＮＯ」）、ステップＳ３３０４に移行する。ス
テップＳ３３０４では、左上と左下、即ち３３０１と３３０３のコーナートンボだけを断
裁用のトンボとしての描画対象とする。
【０１３３】
　ステップＳ３３０１において上下開きと判定され、ステップＳ３３０５した場合、ステ
ップＳ３３０５では、１ページ目が上側に配置されるのか下側に配置されるのかが判定さ
れる。
【０１３４】
　ここで、図３３ｃは上下開きの場合の断裁トンボの位置を一例として示している。上下
開きの場合は原稿並べた外周の左上、右上、左下及び右下の４隅にそれぞれコーナートン
ボを配置するのが通常である。そこで、上側のページに接して左上、右上のコーナートン
ボ３３０１及び３３０２が、下側のページに接して左下、右下のコーナートンボ３３０３
及び３３０４が、それぞれ配置されている。
【０１３５】
　ステップＳ３３０５において、１ページ目が上側に配置されていると判定された場合に
は（ステップＳ３３０５において「ＹＥＳ」）、ステップＳ３３０６に移行する。ステッ
プＳ３３０６では、１ページ目に接する左上と右上、即ち３３０１及び３３０２の位置を
トンボの描画位置とし、下側のトンボ３３０３及び３３０４は描画位置としない。一方、
１ページ目が下側に位置していると判定された場合は（ステップＳ３３０５において「Ｎ
Ｏ」）、ステップＳ３３０７に移行する。ステップＳ３３０７では、左下と右下、即ち３
３０３と３３０４のトンボだけを断裁用のトンボとしての描画対象とする。
【０１３６】
　なお、上記フローチャートでは、コーナートンボの描画対象の決定手法について説明し
たが、折りトンボ及びセンタートンボも同様の判断によって、１ページ目については描画
対象として決定する。以上のようにして決定されたトンボ位置に基づいて、中綴じ用のト
ンボ印字を行うことができる。
【０１３７】
　次に、四つ折り面付けの場合は、トンボの描画位置はその他の面付けとは異なっており
別の処理を行う必要がある。そこで、図３４ａを参照して、四つ折の場合に１ページ目だ
けのトンボ位置を決定するための処理の概略を説明する。
【０１３８】
　四つ折では、後工程の折りの種類に応じて原稿ページの描画位置が異なるので、ステッ
プＳ３４０１において、折り工程の種類の判定を行っている。ここで、折の種類は袋（最
初の折り位置）になる辺が上側に来る天袋と下側に来る地袋とに分けられる。２つ目の折
り位置は製本した時の綴じ位置になる。すなわち、右折り天袋の場合は、１ページ目は、
１ページ目の向を基準として用紙の左下に配置される。右折り地袋の場合は、１ページ目
は、１ページ目の向きを基準として用紙の左上に配置される。また、左折り天袋の場合は
、１ページ目は、１ページ目の向きを基準として用紙の右下に配置される。左折り地袋の
場合は、１ページ目は、１ページ目の向きを基準として用紙の右上に配置される。これは
１ページ目の向きを基準とした場合の、印刷用紙上の１ページ目の配置位置である。本実
施例の製本アプリケーション１０４では、印刷用紙に対して、1ページ目を左側、すなわ
ち左上か左下の領域に配置するように面付けするものとする。そのため、左折り天袋の場
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合、1ページ目の向きを１８０度回転して、用紙の左上に配置し、左折り地袋の場合、1ペ
ージ目の向きを１８０度回転して、用紙の左上に配置することになる。
【０１３９】
　図３４ｂは四つ折の場合のトンボ位置を示している。ページの配置は左折り天袋である
。左上のページ（図の１ページ）には、断裁トンボとして、左上のコーナートンボ３４０
１と左辺中央やや上の断裁トンボ３４０５が接している。この二つをあわせてここでは「
左上トンボ」と呼ぶことにする。同様に、左下のページに接するコーナートンボ３４０３
と左辺中央やや下の断裁トンボ３４０７を合わせて「左下トンボ」という。右上のページ
に接する右上のコーナートンボ３４０２と右辺中央やや上の断裁トンボ３４０６とを合わ
せて「右上トンボ」という。更に、右下のページに接する右下のコーナートンボ３４０４
と右辺中央やや下の断裁トンボ３４０８とを合わせて「右下トンボ」と呼ぶ。
【０１４０】
　ステップＳ３４０１における判定に基づき、折り方法が左折り天袋の場合は、１ページ
目が１８０度回転されて左上の位置に来るため、ステップＳ３４０２では、断裁用のトン
ボの描画位置を左上トンボだけに決定する。また、折り方法が左折り地袋の場合は、１ペ
ージ目が１８０度回転されて左下の位置に来るため、ステップＳ３４０３においてトンボ
の描画位置を左下トンボだけに決定する。折り方法が右折り天袋の場合は、１ページ目が
回転処理を伴わずに左上の位置に来るため、ステップＳ３４０４においてトンボの描画位
置を左上トンボだけとする。折り方法が右折り地袋の場合は、１ページ目が回転処理を伴
わずに、左下に来るため、ステップＳ３４０５において描画位置を左上トンボだけとする
。
【０１４１】
　なお、紙を１８０度回転させてもまったく同じ面付けになるため、同じ左折り天袋であ
っても１ページ目が右下に配置される場合がある。このフローチャートで示している例で
は、前段処理である面付けのレイアウト方法が１ページ目を左側に来るようなレイアウト
方式を前提としている。
【０１４２】
　この前提を用いない場合は、１ページ目の原稿ページ情報１２０５を調べて、上下反転
して面付けしている（上側へ面付けされている事が分かる）か、或いは、同一面上の４つ
の原稿ページ情報を比較してどの位置にあるのかを判定する方法も可能である。
【０１４３】
　図３４の処理フローでは面付け情報から１ページ目がどの位置に配置されるかを判定し
ていたが、面付けされる座標を調べることで１ページ目がどの位置に配置されるかを判定
する実施形態を採用してもよい。
【０１４４】
　以下、図３５を参照して、座標から１ページ目の配置を判定する場合の処理の例を説明
する。なお、座標から１ページ目の配置を判定する処理では、１ページ目の向きを基準と
して、用紙上の位置を決定することになるため、１ページ目は１８０度回転されないこと
になる。
【０１４５】
　まず、ステップＳ３５０１では、同一面上に載る４つの原稿ページ情報１２０５から各
ページの座標を取り出し比較する。左下を原点（０，０）として、右下が正となる座標系
の場合を考える。このとき、１ページ目を配置する左上座標を（x1, y1）で表すこととす
る。また、４ページ目を配置する左上座標を(x4, y4)を表す。更に、５ページ目を配置す
る左上座標を(x5, y5)、８ページ目を配置する左上座標を(x8, y8)とする。このとき、3x
1 - x4 - x5 - x8 の計算結果が正であれば１ページ目は右側に位置し、負であれば１ペ
ージ目は左側に位置する。また、3y1- y4 - y5 - y8 の計算結果が正であれば１ページ目
は上側に位置し、負であれば下側に位置することになる。
【０１４６】
　ステップＳ３５０２では、製本アプリケーション１０４は、計算結果の正負の組み合わ
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せから１ページ目が用紙のどの位置に来るかを判定する。
【０１４７】
　１ページ目が左上である場合は、ステップＳ３５０３においてトンボ位置を左上トンボ
とする。また、１ページ目が左下である場合は、ステップＳ３５０４にてトンボ位置を左
下トンボとする。更に、右上である場合は、ステップＳ３５０５にて、トンボ位置を右上
トンボとする。更に、右下である場合は、ステップＳ３５０６にてトンボ位置を右下トン
ボとする。
【０１４８】
　なお、ステップＳ３５０１における判定は、数式に基づく計算結果の正負ではなく、用
紙の中央座標と１ページ目の配置との関係で左上・左下・右上・右下のいずれかを判定す
る方法など、座標の判定方法は様々なバリエーションを適用しても構わない。
【０１４９】
　また、図３２を参照して説明した処理では、１ページ目だけトンボを描画する処理であ
った。実際には、断裁機の積載量を超える枚数を印刷する場合もあるため、１ジョブで１
つしかトンボを印字しない処理では、積載量を超えた部数の断裁ができなくなる場合があ
る。そこで、断裁範囲に収まるような周期でトンボを印字する実施形態の例を説明する。
【０１５０】
　図３６は、周期的にトンボを印字する場合の処理概略を説明するフローチャートである
。図中の太線で囲まれたステップは、図３２のステップとの差異を示している。なお、図
３２と共通する処理ステップについては、同一の参照番号を付し、ここでの説明は省略す
る。
【０１５１】
　まず、最初にステップＳ３６０１において、繰り返しの周期を決定する。先に説明した
図３１のシフト機能と繰り返しの周期を一致させる実施形態の場合、シフト単位を設定す
るコントロール３１０１の指定がそのまま繰返し周期である。例えば、シフト単位３１０
１として１００部と設定されれば、繰り返し周期が１００部と設定されることになる。次
に、図３２と同様にステップＳ３２０１からステップＳ３６０５までの処理を、全ての面
に対して繰り返す。
【０１５２】
　ステップＳ３２０４では、先頭に対してトンボを印字する設定になっているかを判定す
るが、そのような設定になっている場合には（ステップＳ３２０４において「ＹＥＳ」）
、ステップＳ３６０２に移行する。ステップＳ３６０２では、現在処理している用紙がス
テップＳ３６０１で設定された周期の先頭の用紙であるか否かを判定する。なお、両面印
刷の場合、周期の先頭用紙でも表面裏面の２つの面があるため、先頭用紙の表面であるか
どうかの判定も行う。
【０１５３】
　ステップＳ３６０２において、トンボを印字する必要が無いと判断された場合（ステッ
プＳ３６０２にて「ＮＯ」）、ステップＳ３２１１において折りトンボなどの制御対象外
のトンボだけを印字する。一方、トンボを印字すべき面であると判断された場合は（ステ
ップＳ３６０２において「ＹＥＳ」）、ステップＳ３２０７に移行する。
【０１５４】
　なお、本実施形態では、後工程の目印となる最も外側に位置する部分へとトンボを印字
することであるので、先頭ページではなく、最終ページに印字する形態であってもよい。
【０１５５】
　図３７は、４つ折り製本の面付けで１６ページデータの場合に最終ページにトンボを印
刷する処理を適用した場合の出力例を示す。２枚を折って重ねた状態を示している。最終
ページの１６の位置にトンボが印字されており、他の部分にはトンボは印字されていない
。この場合、図３２のステップＳ３２０６での判定は、「１ページ目であるか否か」では
なく、「最終ページが載るページであるか否か」となる。また、中綴じ製本や４つ折りの
場合で４の倍数の原稿が無い場合は最終ページが載るはずの位置が空白で残ってしまう場
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合があるので、原稿の最終ページでトンボの要不要を判断するのではなく、面付け上の最
終ページであるかどうかを判定基準とすべきである。また、ステップＳ３６０２の判定で
は、先頭用紙であるかどうかを判定するのではなく、周期の最終面であるかどうかの判定
を行うこととなる。
【０１５６】
　また、図３２又は図３６のステップＳ３２０８～Ｓ３２１０でも、１ページ目ではなく
、最終ページの位置を判定してトンボを描画する処理へと変更する必要がある。この場合
でも、中綴じ製本や折り丁で原稿ページ数が４の倍数でない場合は、最終ページは一番外
側に印字されない。よって、４の倍数分だけページがあったと仮定した場合の仮想的な最
終ページが印字される位置へトンボを描画する処理へと変更する必要がある。
【０１５７】
　尚、本実施形態で示したフローチャートにおいて、その前後は処理が未完成にならない
限り入れ替え可能である。
【０１５８】
　以上のように、本実施形態によれば、断裁トンボの印字を面付けに応じて制御すること
ができる。これにより、印刷工程およびその後工程における位置ずれによって原稿データ
以外の望まれざる描画要素が残ってしまうことがなくなり、高品位の成果物を得ることが
できる。
【０１５９】
　［第２の実施形態］
　上述の第１の実施形態では、断裁トンボの印字だけを面付けに応じて制御している例で
あった。これに対して、第２の実施形態では、センタートンボや折りトンボも含めて制御
する点に特徴がある。
【０１６０】
　図３８はペラ面付けの出力例である。先頭の１ページ目が印字されている面にだけコー
ナートンボ、センタートンボが印字されており、その他の面にはトンボは印字されていな
い。
【０１６１】
　図３９は中綴じ製本の出力例である。先頭の１ページ目の周囲にのみ折りトンボ、セン
タートンボ、コーナートンボが印字されており、その横に配置されている８ページ目には
トンボは付いていない。また２枚目の用紙にはトンボは印字されない。
【０１６２】
　図４０は四つ折りの出力例である。１ページ目の周囲にだけコーナートンボ、センター
トンボが印字されている。折りトンボが全ての用紙に印字されているのは、折り工程は用
紙単位で実施されるため、全ての用紙に必要なためである。
【０１６３】
　以上の出力結果は、第１の実施形態で説明した図３２や図３６及びそれらに関連するフ
ローとほぼ同様の処理により得られる。
【０１６４】
　但し、図３３ａの処理フローでは、図３３ｂで示した３３０１、３３０２、３３０３、
３３０４の各コーナートンボが制御の対象であった。しかし、本実施形態では図４１に示
すように、制御対象は４つのグループとなる。まず、４１０１は、左辺に印字される二つ
のコーナートンボとセンタートンボ一つで構成される。更に、４１０２は、左側の原稿の
上下に印字される２つのセンタートンボで構成される。４１０３、右側の原稿の上下に印
字されるセンタートンボ２つで構成される。４１０４は、右辺に印字される二つのコーナ
ートンボと一つのセンタートンボで構成される。
【０１６５】
　同様に図３３ｃで示した３３１１、３３１２、３３１３及び３３１４の各コーナートン
ボは、本実施形態では図４２に示すように、４つのグループと交換される。まず、４２０
１は、上辺に印字される二つのコーナートンボとセンタートンボ一つで構成される。、４
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２０２は、上側の原稿の左右に印字される２つのセンタートンボで構成される。４２０３
は、下側の原稿の左右に印字されるセンタートンボ２つで構成される。更に、４２０４は
、下辺に印字される二つのコーナートンボと一つのセンタートンボで構成される。
【０１６６】
　また、図３４ａの処理フローで、図３４ｂで示した左上トンボ、右上トンボ、左下トン
ボ、右下トンボは、本実施形態では、以下のように構成される。
【０１６７】
　即ち、図４３に示すように、左上トンボは、左上のコーナートンボと左上原稿（図では
１ページ）に接する二つのセンタートンボと左辺中央やや上の断裁トンボからなる。また
、右上トンボは、右上のコーナートンボと右上原稿（図では８ページ）に接する二つのセ
ンタートンボと右辺中央やや上の断裁トンボからなる。左下トンボは、左下のコーナート
ンボと左下原稿（図では４ページ）に接する二つのセンタートンボと左辺中央やや下の断
裁トンボからなる。更に、右下トンボは、右下のコーナートンボと右下原稿（図では５ペ
ージ）に接する二つのセンタートンボと右辺中央やや下の断裁トンボからなる。
【０１６８】
　このように、本実施形態によれば、断裁トンボのみならず、センタートンボや折りトン
ボも含めて印字を制御して、必要なトンボのみを印字することができる。
【０１６９】
　［その他の実施形態］
　また、本発明は、複数の機器(例えばホストコンピュータ、インタフェース機器、リー
ダ、プリンタなど)から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（複
写機、プリンタ、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【０１７０】
　また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記憶した記憶媒体を、システムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭ
ＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行することによっても、達成
される。この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態
の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成
することになる。
【０１７１】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピー（登録商標
）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、
磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【０１７２】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または
全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれる。
【０１７３】
　さらに、記憶媒体から読出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形
態の機能が実現される場合も含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０１７４】
【図１】本発明の実施形態に対応する文書処理システムのソフトウェア構成の一例を示す
ブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に対応する文書処理システムのハードウェア構成の一例を示す
ブロック図である。
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【図３】本発明の実施形態に対応するブックファイルの構造の一例を示す概略図である。
【図４】本発明の実施形態に対応するブック構成情報３０１の構造の一例を示す図である
。
【図５】本発明の実施形態に対応するブック設定情報の一例を示す図である
【図６】本発明の実施形態に対応する章設定情報の一例を示す図である。
【図７】本発明の実施形態に対応するページ設定情報の一例を示す図である。
【図８】本発明の実施形態に対応するブックファイルを開く手順の一例を示すフローチャ
ートである。
【図９】本発明の実施形態に対応する新規のブックファイルを開いた際のユーザインタフ
ェース画面の一例を示す図である。
【図１０】本発明の実施形態に対応する既存のブックファイルを開いた際のユーザインタ
フェース画面の一例を示す図である。
【図１１】本発明の実施形態に対応する電子原稿ファイルをブックファイルにインポート
する手順の一例を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施形態に対応するジョブチケットのデータ構造の例を示す図である
。
【図１３】本発明の実施形態に対応する製本アプリケーション１０４の「文書の詳細設定
」ウインドウ１３００を示す図である。
【図１４】本発明の実施形態に対応する製本アプリケーション１０４の「章の詳細設定」
ウインドウ１４００を示す図である。
【図１５】図１４のウィンドウ１４００において固有属性の設定を行った例を示す図であ
る。
【図１６】本発明の実施形態に対応する製本アプリケーション１０４の「ページの詳細設
定」ウインドウ１６００を示図である。
【図１７】図１６のウインドウ１６００の「ページの詳細設定」でPage Rotation（ペー
ジ回転）１６０４の設定を変更した状態を示す図である。
【図１８】本発明の実施形態に対応する章やページに固有の設定を行った場合のアプリケ
ーションの表示例を示す図である。
【図１９】面付けの例を示す図である。
【図２０】ペラ面付けでトンボを印字した例を示す図である。
【図２１】中綴じ製本の面付けでトンボを印字した例を示す図である。
【図２２】４つ折りの面付けでトンボを印字した例を示す図である。
【図２３】従来技術におけるトンボの印字例を示す図である。
【図２４ａ】、
【図２４ｂ】、
【図２４ｃ】従来技術の課題を説明するための図である。
【図２５】本発明の実施形態に対応するトンボの印字の一例を示す図である。
【図２６】本発明の実施形態に対応する中綴じ製本の面付けにトンボを印字した例を示す
図である。
【図２７】本発明の実施形態に対応する四つ折り製本の面付けにトンボを印字した例を示
す図である。
【図２８ａ】、
【図２８ｂ】本発明の実施形態に対応するＧＵＩの例を示す図である。
【図２９】本発明の実施形態に対応するトンボを１シートにのみ印字する場合の課題を説
明するための図である。
【図３０】本発明の実施形態に対応するＮ部毎にトンボを印字する例を示す図である。
【図３１】本発明の実施形態に対応する図３０の出力設定を行うためのＧＵＩの一例を示
す図である。
【図３２】本発明の実施形態に対応するトンボの印字位置決定処理の一例を示すフローチ
ャートである。
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【図３３ａ】図３２のステップＳ３２０９における中綴じ１ページ目トンボ位置決定処理
の一例を示すフローチャートである。
【図３３ｂ】図３３ａのフローチャートを補足するための、左右開きの場合の断裁トンボ
の位置の例を示す図である。
【図３３ｃ】図３３ａのフローチャートを補足するための、上下開きの場合の断裁トンボ
の位置を示す図である。
【図３４ａ】図３２のステップＳ３２１０における折り丁１ページ目トンボ位置決定処理
の一例を示すフローチャートである。
【図３４ｂ】図３４ａのフローチャートの説明を補足するための図である。
【図３５】図３２のステップＳ３２１０における折り丁１ページ目トンボ位置決定処理の
他の一例を示すフローチャートである。
【図３６】本発明の実施形態に対応する周期的にトンボを印字する場合の処理概略を説明
するフローチャートである。
【図３７】本発明の実施形態に対応するトンボを印字した場合の出力の他の例を示す図で
ある。
【図３８】本発明の第２の実施形態に対応する出力結果の一例を示す図である。
【図３９】本発明の第２の実施形態に対応する出力結果の他の一例を示す図である。
【図４０】本発明の第２の実施形態に対応する出力結果の更に他の一例を示す図である。
【図４１】本発明の第２の実施形態に対応する、制御対象となるトンボのセットの一例を
示す図である。
【図４２】本発明の第２の実施形態に対応する、制御対象となるトンボのセットの他の一
例を示す図である。
【図４３】本発明の第２の実施形態に対応する、制御対象となるトンボのセットの更に他
の一例を示す図である。
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